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地震大国である我が国では、様々な機関において高密度振動観測網が展開され、各地点での震度の即時計算お

よび効果的な地震速報の発令を可能にしている。しかし、現状では地震計の設置間隔である20kmより細かい

解像度での震度計測は不可能であり、緊急地震速報も約30km圏内で発生した地震に関しては対処できな

い。また、近年、都市部では高層ビルやマンションの建設が急速に進んでおり、同じ建物内でも階や柱からの

近さにより、被害の現れ方が異なる。つまり、人口が集中する都市部に対し、現行の大域的な震度予測だけで

は被害状況の把握と予想には不十分である場合も考えられる。そこで、本研究では、既存の観測網に加えて一

般家庭にも設置できる地震計を提案し、高精度な即時地震動検出の実現を目的とする。この地震観測網は

CSN（Citizens Seismic Network）(金, 2016)と称し、神奈川県横浜市の複数箇所に設置を進めている。具体

的な手順は次のようである。比較的安価に入手が可能であるMEMSセンサー(witmotion)に、小型の演算装置ラ

ズベリーパイを接続し、3成分方向の加速度の逐次データを取得する。次に、このデータから地震を判定する

モデルを作成する。最後に、モデルをラズベリーパイで演算可能とし、センサーが受け取った加速度データに

対して、即時に地震の判定を行う。本発表では、上記のうち、地震動の検出モデルの構築に焦点を当てる。セ

ンサーデータに対し、古典的な地震検知法であるsta/lta比による地震判定を行ったところ、真の地震だけでな

く、その倍以上の数のノイズを地震として判定した。この問題を解決するため本研究では機械学習モデルを使

用したアプローチを検討する。使用するモデルは中村他(2022, 本大会)が性能評価を行なった4種類のモデ

ル、1) U-net, 2) リカレント残差ユニットを追加したR2U-Net、3) 注意機構を追加したAttention U-Net、4)

U-Netにリカレント残差ユニットと注意機構の両方を追加したR2AU-Netを用いた。CSNでは学習と検証に使

用するデータに十分な量のデータが蓄積されていないので、防災科学技術研究所が運用する強震計ネット

ワークK-NETから取得したデータを使用する。学習には、データを加工せず使用する場合と、センサーのノイ

ズの影響も考慮し、ランダムノイズを加えた場合の2通りの入力データを検討する。以上の複数通りのモデル

とデータ加工により作成されたモデルを実際のCSNデータに適用、地震動の検出を試み、その性能を比較検証

する。さらにそれらのモデルの運用についてラズベリーパイへの実装可能性も含めて検討する。
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